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【編集後記】
今号は、御所や京都御苑にさまざまな形で関わってこら
れた幅広い分野の識者の方々にご寄稿いただいた。御
苑をめぐる多様な視点や観点から、京都御苑の新たな
魅力を感じていただければ幸いです。今号の発刊に向
けてご協力いただいた全ての皆さまに心から感謝申し
上げます。�
【休刊のお知らせ】
国民公園協会京都御苑においては、約3年にわたるコロ

ナ禍の影響を受け、この間の苑内施設の一時閉鎖や利
用者の大幅な減少により依然として厳しい経営環境が
続いております。このため経費節減の一環として、誠に
残念ながらしばらくの間、京都御苑ニュースの発行をお
休みすることにいたしました。1984年以来40年の長きに
わたり御苑ニュースをご愛読いただいた皆さま方に感謝
するとともにお詫びいたします。いずれ何らかの形で、新
たに京都御苑からの『情報発信』の場で再会できること
を願っています。� （発行人　池田善一）

制作・デザイン
㈱白川書院

国民公園協会や環境省とも
ご縁があり、京都御苑ニュー
スの制作に携わってまいりまし
た。長年にわたり御苑ニュース
の発行にご尽力された歴代の
関係各位の皆さまに厚くお礼
申し上げます。�
（代表取締役　山岡景一郎）
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春
に
な
る
と
み
ご
と
な
花
を
咲
か
せ
る

京
都
御
所
の
南な

殿で
ん

の
桜さ

く
ら

は
、
歴
史
的
な
建

造
物
で
あ
る
紫し

し
ん
で
ん

宸
殿
の
南
階
段
下
に
植
え

ら
れ
た
一
木
で
、
左さ

こ
ん近
の
桜
と
も
称
さ
れ

る
。
お
だ
や
か
な
春
の
光
に
つ
つ
ま
れ
た

美
し
い
桜
を
眺
め
て
い
る
と
、
今
か
ら

百
五
十
七
年
前
の
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）

に
「
ほ
こ
と
り
て
守
れ
宮み

や

人び
と

こ
こ
の
へ
の

み
は
し
の
さ
く
ら
風
そ
よ
ぐ
な
り
」（
矛ほ

こ

を
と
っ
て
守
れ
、
宮
中
に
仕
え
る
官
人
た

ち
よ
。
紫
宸
殿
の
前
の
南
殿
の
桜
が
風
に

そ
よ
そ
よ
と
音
を
た
て
て
揺
れ
動
い
て
い

る
）
と
孝こ

う

明め
い

天
皇
の
和
歌
に
詠
ま
れ
た
こ

と
が
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の

和
歌
が
詠
ま
れ
る
二
年
前
の
元げ

ん

治じ

元
年

（
一
八
六
四
）
に
は
長
州
藩
が
京
都
御
所

の
蛤は

ま
ぐ
り

御ご
も
ん門
に
押
し
寄
せ
発
砲
す
る
禁き

ん
も
ん門
の

変へ
ん

も
起
こ
っ
て
お
り
、
幕
末
の
激
動
期
の

緊
迫
し
た
宮
廷
の
様
子
が
風
に
そ
よ
ぐ
南

殿
の
桜
に
見
事
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
宮

廷
の
人
々
に
と
っ
て
、
南
殿
の
桜
は
、
詩

歌
の
源
と
し
て
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

南
殿
の
桜
が
文
学
史
上
は
じ
め
て
描
か

れ
た
の
は
、
醍だ

い
ご醐
天
皇
（
在
位
八
九
七
―

九
三
〇
）
の
御み

よ代
で
あ
っ
た
。
宮
中
の
紫

閑院宮邸跡収納展示館／京都御苑総合案内所

京都御苑南西角の閑院宮邸跡に建つ公家屋敷の
風格残る旧宮内省建物の遺構です。展示室では
京都御苑の歴史や自然をVR映像などで学べま
す。また京都御苑の総合案内所として、マップ
や苑内の見どころなど旬の情報を提供。無料
開館時間： 9:00～17:00（展示室は16:30まで）
休 館 日：年末年始　※展示室は月曜日閉室
アクセス： 御苑南西角　間之町口すぐ（地下鉄丸太

町①出口　市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家別邸の遺構で、茶
室として江戸時代後期に建てられました。

公 開 日： 毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 9:30～
15:30 ※諸事情により参観休止の場合あり。

　　　　　参観料 300円（高校生以上）
貸切利用：  茶会、句会、謡曲等の会合にご利

用できます（公開日除く）。有料
※詳細はホームページをご参照ください。

京都御苑情報館

中立売休憩所に隣接する展示施設。京都御苑の
ジオラマ模型など御苑全体の歴史や自然を紹介
しています。無料
開館時間： 9:00～16:30

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物も多数揃えています。
中立売休憩所（『京都御苑 檜垣茶寮』）
営業時間：9:00～16:30
京都御所前に位置し、御苑の木々に囲まれた「森の
休憩所」。中立売駐車場に隣接し、京都御所参観へ
のアクセスは抜群。セットメニューから軽食、カフェまで
木の香る落ち着いた雰囲気の中でお食事ができ、売店

『檜垣』では、御所限定のオリジナル商品などを販売。
KYOTO-WiFi（無料）も利用可能です。

近衞邸跡休憩所（『SASAYAIORI＋京都御苑』）
営業時間：10：00～16：30 （月曜日休館）
京都御苑北西部の近衞邸跡にあり、児童公園に隣接。
樹林に囲まれゆったりと和スイーツでカフェタイムをお過ご
しください。KYOTO-WiFi（無料）も利用可能。

清和院休憩所
京都御苑東部の京都仙洞御所や京都迎賓館参観
口前に位置し、清和院駐車場からも近接。
富小路休憩所
御苑南東富小路口すぐ、テニスコート隣接。現在
無料休憩所として利用できます。
※詳細はホームページをご参照ください。

運動施設

富小路テニスコート（5面）有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：（一財）国民公園協会京都御苑

駐車場

中立売駐車場（乗用車・バス併用／乗用車131
台・バス16台）
利用時間：乗用車 7:00～20:00（24時間出庫可）
　　　　　バ　ス 8:00～17:00　
料　　金：乗用車 800円（3時間まで）
　　　　　当日最大料金 1,200円　
　　　　　バス　2,000円（3時間まで）
●夜間のバス利用について
利用時間：入庫 17:00～20:00　出庫 翌朝8:00まで
料　　金： 1泊 3,000円
清和院駐車場（乗用車専用／81台）
利用時間： 7:00～20:00（24時間出庫可）
料　　金： 800円（3時間まで）
　　　　　当日最大料金 1,200円　
※ 詳細はホームページをご参照ください。

京都御所の通年公開

公 開 日：  通年（事前申し込み不要／無料）
　　　　　 ただし、月曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）、
　　　　　行事等実施のため支障のある日は休み
公開時間：  12～2月/9：00～16：00（入場は15：20まで）
入 場 門： 御所清所門
アクセス：  御苑北西角　乾御門より （地下鉄今出川

③出口　市バス烏丸今出川　徒歩8分）
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都仙洞御所の参観

事前申し込みに加えて当日受付も行われています。
当日受付： 京都仙洞御所にて11時頃から先着順に

整理券を配布（満員になり次第終了）。
当日受付枠は13:30、14：30、15:30。 
各時間とも定員は35名。

お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外からの
賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深めてい
ただくための国の迎賓施設です。
公開日程： 迎賓館のホームページでご確認ください。
参観料金： 大人 2,000円　大学生 1,500円
　　　　　中高生 700円
参観受付： 清和院休憩所内
お問合せ：迎賓館京都事務所　☎075-223-2301

京都御苑Instagram／X（旧Twitter）で最新情報をチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

京都御苑 自然ふれあいイベント

京都御苑 冬の自然教室
日　程：令和6年1月開催予定
内　容：冬の御苑で見ることのできる生き物を観察します。
主　催：環境省京都御苑管理事務所
運　営：（一財）国民公園協会京都御苑
※ 詳細は決まり次第ホームページなどでお知らせします。

京都御苑ジオラマ模型
（1/500）

富小路広場
小説『八月の御所グラウンド』

（万城目学著）の舞台

@kyotogyoen_
resthouse

京都御所
紫宸殿

閑院宮邸跡庭園冬景色。閑院宮は光格天皇出自の宮家であった

京
都
御
苑
の
南
西
角
一
帯
は
、
閑
院
宮
家
の
屋
敷
跡
地
で
あ
る
。
四
親
王
家
の
一
つ
で
あ
る
閑
院
宮
か
ら
第
百
十
九
代
光
格
天

皇
が
誕
生
し
、
中
世
以
来
久
し
く
絶
え
て
い
た
朝
廷
儀
式
の
復
興
、
天
皇
の
権
威
回
復
に
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
こ
れ
ら

の
動
き
が
幕
末
の
勤
王
へ
の
流
れ
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
。
光
格
天
皇
の
こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
は
、
源
氏
物
語
や
和
歌
に
代

表
さ
れ
る
平
安
朝
文
化
へ
の
造
詣
や
歌
壇
な
ど
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
京
都
産
業
大
学
教
授
で
近
世
文
学
・
和
歌

文
学
の
専
門
家
で
、
光
格
天
皇
の
文
化
史
的
意
義
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
盛
田
帝
子
氏
に
伺
っ
た
。

盛
田
帝
子

光格天皇と南殿の桜
―『源氏物語』「花宴」の情景



国
民
公
園
「
京
都
御
苑
」
を
所
管
す
る
環
境
省
京
都
御
苑
管
理
事
務
所
の

田
中
英
二
所
長
に
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る
最
新
の
動
向
を
伺
っ
た
。

京
都
御
苑
と
生
物
多
様
性田

中
英
二

23

カ
シ
類
の
大
木
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
の
周
辺
の
地
上
を
探
せ
ば
出
会
え

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

十
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
寒

さ
の
厳
し
い
時
期
に
は
、
広
葉
樹
の

切
り
株
な
ど
に
「
エ
ノ
キ
タ
ケ
」（
写

真
②
）
と
「
ヒ
ラ
タ
ケ
」（
写
真
③
）

が
発
生
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け

る
。
こ
の
二
種
は
優
秀
な
食
菌
で
、

人
工
栽
培
さ
れ
た
も
の
が
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
市
販
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

挙
げ
た
写
真
と
は
姿
が
大
き
く
異
な

り
、
戸
惑
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
写
真
の
も
の

こ
そ
が
野
生
の
本
来
の
姿
で
あ
る
。

（
一
応
念
押
し
し
て
お
く
が
、
京
都

御
苑
は
国
民
公
園
で
あ
り
、
動
植
物

の
採
集
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
る
た

め
、
目
で
楽
し
む
だ
け
に
と
ど
め
て

い
た
だ
き
た
い
）。
こ
の
二
種
は
寒

さ
に
大
変
強
く
、
雪
が
降
る
中
で
も

子
実
体
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
著
者
は
写
真
を
持
ち
合
わ
せ

　

昨
年
の
秋
号
（
第
一
五
三
号
）
に

掲
載
し
た
本
稿
で
は
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
京
都
御
苑
で
よ
く
み
ら
れ
る

き
の
こ
を
数
種
紹
介
し
、
樹
木
と
共

生
す
る
「
菌
根
菌
」
の
生
態
に
つ
い

て
解
説
し
た
。
今
回
は
そ
の
続
き
と

し
て
、
京
都
御
苑
で
晩
秋
か
ら
冬
に

み
ら
れ
る
「
腐
生
菌
」
に
つ
い
て
解

説
し
た
い
と
思
う
。

　

菌
根
性
の
き
の
こ
は
気
温
の
低
下

と
と
も
に
発
生
が
少
な
く
な
り
、

十
二
月
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
る
。
数
少
な
い
地
上
生
の
き
の

こ
と
し
て
は
、
鮮
や
か
な
紫
色
の
き

の
こ
「
ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
」（
写
真

①
）
が
あ
り
、
と
き
に
菌
輪
を
描
い

て
大
発
生
す
る
。
本
種
は
、
主
に
広

葉
樹
の
落
ち
葉
を
分
解
し
て
生
き
て

い
る
「
落
葉
分
解
菌
」
で
あ
り
、
落

葉
中
に
白
色
の
菌
糸
を
マ
ッ
ト
状
に

発
達
さ
せ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ

る
。
京
都
御
苑
に
は
多
く
の
シ
イ
・

ば
、
火
災
の
多
か
っ
た
式
部
の
時
代
に
は
、

一
条
天
皇
・
中
宮
彰し

ょ
う
し子
は
御ご

し
ょ所
で
は
な
く

ほ
ぼ
一
条
院
で
暮
ら
し
て
お
り
、
彰
子
に

仕
え
て
い
た
式
部
も
御
所
の
紫
宸
殿
を
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
史
実
で

は
、
紫
宸
殿
で
花
宴
が
行
わ
れ
た
の
は
村

上
天
皇
（
在
位
九
四
六
―
九
六
七
）
の
時

代
の
み
で
あ
り
、
式
部
は
文
化
的
事
績
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
醍
醐
・
村
上
朝
の

「
延え

ん
ぎ
て
ん
り
ゃ
く

喜
天
暦
の
聖
代
」（
両
天
皇
の
治
世
を

讃
美
）
を
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ

の
場
面
を
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ

て
い
る
。

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
大
火
で
内

裏
が
焼
失
し
、
平
安
時
代
の
様
式
と
規
模

に
復
古
し
た
紫
宸
殿
の
前
に
南
殿
の
桜
を

植
え
て
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
十
一

月
二
十
二
日
に
遷せ

ん
こ
う幸
し
た
光こ

う

格か
く

天
皇
は
、

中
宮
欣よ

し
こ子
内
親
王
や
歌
道
に
秀
で
た
廷

臣
た
ち
と
桜
を
愛
で
て
宴
を
催
し

た
。
ま
る
で
『
源
氏
物
語
』「
花

宴
」
に
描
か
れ
た
桐
壺
帝
さ
な

が
ら
に
。
史
実
の
上
で
た
っ
た
一

度
、
紫
宸
殿
で
花
宴
を
催
し
た
の

は
村
上
天
皇
だ
っ
た
が
、
そ
の
宴

は
、
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
平
安

遷
都
後
の
火
災
で
初
め
て
内
裏
が

焼
失
し
、
翌
年
十
一
月
二
十
二
日

に
新
造
内
裏
に
遷
幸
し
た
村
上
天

皇
が
南
殿
の
桜
を
植
え
て
催
し
た

宴
だ
っ
た
。

光
格
天
皇
は
『
源
氏
物
語
』
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
延
喜
天
暦
の
聖

代
を
理
想
と
し
て
在
位
期
間
を
過

ご
し
、
南
殿
の
桜
を
愛め

で
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
天
皇
の
位
を
仁に

ん

宸
殿
の
前
の
南
殿
の
桜
が
散
っ
て
、
南だ

ん
て
い庭

に
美
し
く
散
り
積
も
っ
て
い
る
の
を
見
た

源み
な
も
と
の

公き
ん

忠た
だ

（
三
十
六
歌
仙
の
一
人
）
は
、

庭
を
掃
除
す
る
主と

の

殿も
り
づ
か
さ寮
の
官
人
に
「
と
の

も
り
の
と
も
の
み
や
つ
こ
心
あ
ら
ば
こ
の

は
る
ば
か
り
あ
さ
ぎ
よ
め
す
な
」（『
拾
遺

抄
』）、
風
流
の
心
を
解
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
春
ば
か
り
は
、
朝
の
庭
掃
除
を
し
な
い

で
ほ
し
い
、
散
り
積
も
っ
た
美
し
い
桜
の

花
び
ら
を
眺
め
て
い
た
い
か
ら
と
呼
び
か

け
る
歌
を
詠
ん
だ
。
こ
の
公
忠
の
名
歌
を

皮
切
り
に
、
南
殿
の
桜
は
文
学
作
品
の
中

に
繰
り
返
し
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
紫
式
部
が
描
い
た
と
さ
れ
る

『
源
氏
物
語
』「
花は

な
の

宴え
ん

」
の
冒
頭
で
は
、
源

氏
が
桐
壺
帝
や
中
宮
や
東と

う
ぐ
う宮
の
前
で
優
れ

た
詩
の
才
能
を
示
し
、
舞
楽
も
伴
っ
た
盛

大
な
南
殿
の
桜
の
宴う

た
げ
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
藤
田
晶
子
氏
に
よ
れ

京
都
御
苑
で
冬
に
み
ら
れ
る
「
き
の
こ
」

北
出
雄
生

孝こ
う

天
皇
に
譲
る
前
の
和
歌
御
会
始
で
、
光

格
天
皇
は
「
ゆ
た
か
な
る
世
の
春
し
め
て

三み
そ
じ十
あ
ま
り
九こ

こ
の
え重
の
花
を
あ
か
ず
見
し

哉か
な

」（
豊
か
に
栄
え
て
い
る
こ
の
世
の
春

を
わ
が
も
の
と
し
て
、
在
位
中
の
三
十
九

年
も
の
間
、
宮
中
の
美
し
い
南
殿
の
桜
を

飽
き
る
こ
と
な
く
見
た
こ
と
だ
）
と
詠
み
、

中
宮
欣
子
内
親
王
は
「
見
て
も
猶な

お

あ
か
ず

み
は
し
の
さ
く
ら
花
い
く
よ
の
と
し
の
春

を
ち
ぎ
り
に
」（
何
度
見
て
も
、
な
お
見

飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
南
殿
の
桜
よ
。

い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
長
い
年
月
の
間
、

毎
春
変
わ
ら
ず
咲
き
続
け
て
き
た
の
か
）

と
詠
む
。

光
格
天
皇
の
御
代
の
繁
栄
と
共
に
成
長

し
て
き
た
南
殿
の
桜
は
、
文
学
史
的
に
み

れ
ば
、『
源
氏
物
語
』「
花
宴
」
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
王
朝
の
雅
や
王
威
を
象
徴
す

る
存
在
で
あ
っ
た
。
眺
め
る
宮
廷
の
人
々

に
、
か
つ
て
あ
っ
た
理
想
的
な
王
朝
の
時

間
や
空
間
を
当
代
に
幻
視
さ
せ
て
く
れ
る

特
別
な
桜
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
京
都
産
業
大
学
教
授
）

て
い
な
い
が
、
純
白
の
雪
の
下
で
生

き
生
き
と
し
た
褐
色
と
灰
色
の
傘
を

広
げ
る
様
子
は
大
変
美
し
く
、
ぜ
ひ

一
度
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
ま
で
、
植
物
遺
体
を
分
解
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
「
腐
生
菌
」

三
種
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、

も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
み
た
い
と
思

う
。
木
の
幹
や
葉
と
い
っ
た
植
物
体

の
部
位
は
セ
ル
ロ
ー
ス
や
リ
グ
ニ
ン

と
い
っ
た
高
分
子
の
物
質
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。「
腐
生
菌
」
は
こ
れ

ら
の
高
分
子
を
低
分
子
に
分
解
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。「
褐
色
腐
朽
菌
」
は
、
セ
ル
ロ
ー

ス
を
分
解
で
き
る
が
難
分
解
性
の
リ

グ
ニ
ン
を
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
腐
朽
材
に
は
リ
グ
ニ
ン
の

褐
色
が
残
る
（
写
真
④
右
）。
こ
の

写
真
の
材
は
褐
色
腐
朽
菌
の
マ
ツ
オ

ウ
ジ
等
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
今
回
紹
介
し

た
三
種
を
含
む
「
白
色
腐
朽
菌
」
は
、

セ
ル
ロ
ー
ス
の
み
な
ら
ず
リ
グ
ニ
ン

を
分
解
す
る
能
力
を
持
つ
た
め
、
腐

朽
材
に
は
リ
グ
ニ
ン
の
褐
色
が
残
ら

ず
、
セ
ル
ロ
ー
ス
の
白
色
が
残
る（
写

真
④
左
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
写
真

に
は
白
色
腐
朽
菌
で
あ
る
ナ
ラ
タ
ケ

モ
ド
キ
の
子
実
体
が
映
り
込
ん
で
お

り
、
こ
の
材
が
ナ
ラ
タ
ケ
モ
ド
キ
に

よ
る
分
解
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。
御
苑
内
で
は
し
ば

し
ば
樹
木
が
伐
採
さ
れ
、
切
り
株
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
材

が
ど
ち
ら
の
腐
朽
型
で
分
解
さ
れ
て

い
く
の
か
を
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く

り
と
見
続
け
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

前
回
紹
介
し
た「
菌
根
菌
」は
、
樹

木
に
水
や
栄
養
分
を
与
え
る
一
方

で
、今
回
紹
介
し
た「
腐
生
菌
」は
、植

物
遺
体
を
分
解
し
栄
養
分
を
土
に
還か

え

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
は
大
き
く

異
な
る
が
、
両
者
と
も
京
都
御
苑
の

数
々
の
大
木
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

森
林
を
健
全
に
維
持
す
る
こ
と
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ
る
。「
き

の
こ
」
そ
の
も
の
を
み
る
の
も
楽
し

い
が
、
生
態
系
レ
ベ
ル
で
考
え
る
こ

と
で
よ
り
深
い
楽
し
み
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
森
林
総
合
研
究
所
九
州
支
所
特
別

研
究
員
／
京
都
御
苑
き
の
こ
会
）

①ムラサキシメジ（2007/1/8, 苑内）

②エノキタケ（2007/1/8, 苑内）

④木材腐朽の例（2023/10/1, 苑内）
右は褐色腐朽、左は白色腐朽 ③ヒラタケ（2007/1/8, 苑内）

←

→

安永九年光格天皇即位図（部分）

紫宸殿　左近の桜

アオバズク

タシロラン

母と子の森

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
と
呼
ば
れ
る
保
護
地
域
以
外
で

生
物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
区
域
の
設

定
・
管
理
の
推
進
に
関
す
る
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

京
都
御
苑
は
、
公
家
町
が
栄
え
て
い
た

場
所
に
整
備
さ
れ
た
国
民
公
園
で
す
が
、

現
在
は
、
環
境
省
所
管
部
分
の
全
域
が
京

都
府
指
定
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
ア
オ
バ
ズ
ク
な
ど
の
野
鳥
の
生
息
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
と
子
の
森
、

バ
ッ
タ
が
原
、
コ
オ
ロ
ギ
の
里
、
ト
ン
ボ

池
な
ど
、
京
都
市
中
心
部
で
は
貴
重
な
生

物
多
様
性
が
豊
か
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。環

境
省
京
都
御
苑
管
理
事
務
所
で
は
、

こ
う
し
た
自
然
環
境
が
京
都
、
国
内
、
そ

し
て
世
界
の
生
物
多
様
性
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
ま
た
、
後
世
に
も
引
き
継
が
れ
る

よ
う
、
今
後
も
保
全
し
て
い
き
ま
す
。

京
都
御
苑
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
京
都
御
苑
の
生
物
多
様
性

の
重
要
性
を
理
解
し
、
外
来
種
を
逃
が
さ

な
い
、
野
生
動
物
は
静
か
に
見
守
り
、
エ

サ
を
与
え
な
い
な
ど
、
京
都
御
苑
の
自
然

保
護
・
管
理
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
環
境
省
京
都
御
苑
管
理
事
務
所
長
）

同
国
家
戦
略
に
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で

に
、
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
回
復

軌
道
に
乗
せ
る
と
い
う
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
考
え
方
や
、

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
、
陸
・
海
の
三
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
健
全
な
生
態
系
と

し
て
効
果
的
に
保
全
す
る
「
30
ｂ
ｙ
30

（
サ
ー
テ
ィ
・
バ
イ
・
サ
ー
テ
ィ
）」
と
い

う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
省
で
は
、
国
立
公
園
な
ど
の
保
護

地
域
の
新
規
指
定
・
区
域
拡
張
に
加
え
、

こ
の
た
び
、
京
都
御
苑
ニ
ュ
ー
ス
に
執

筆
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、
私
か
ら

は
、
世
界
及
び
国
内
の
生
物
多
様
性
の
議

論
と
京
都
御
苑
を
関
係
づ
け
て
、
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
私
も
参
加
し
ま
し
た
が
、

二
〇
二
二
年
十
二
月
に
、
カ
ナ
ダ
の
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
生
物
多

様
性
条
約
第
十
五
回
締
約
国
会
議
に
お
い

て
、
生
物
多
様
性
版
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
も

い
え
る
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
世
界
目

標
「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様

性
枠
組
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目

標
を
受
け
、
国
内
で
は
二
〇
二
三
年
三
月

に
、「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
2
0
2
3

─
2
0
3
0
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

特別寄稿

▼
御
苑
の
自
然
を
楽
し
み
、
育
む
　
―
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
―
▲
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「国の宝」京都御苑
　平安期からの変遷を経て室町期に現在の場所に落ちついた御所の周りは、
江戸期には数百軒から成る公家屋敷街となっていました。明治になると東京
遷都により一時荒廃しましたが、明治天皇の命により多くの樹木が植えられ
て公園化が進み、大正期にほぼ現在の御苑の姿になりました。
　今では植樹された木々も大樹となり、鳥や虫など生きものを育む京都の街
の中心にあるかけがえのない緑となっています。私自身も中学、大学時代に
特に親しんだ場であり、我々京都人にとって御所をいただく京都御苑は心の
よりどころでもあります。
　都としての悠久の歴史と文化、そして豊かな自然が積み重なる京都御苑は、
正に「国の宝」として未来にわたり、子供たちに受け継いで守っていくべき
大切なものだと思っております。

題字：書家 川尾朋子氏 揮毫

❶出水の小川造成工事（1981）／❷自然保護
憲章制定10周年記念自然観察会（1984）／❸

「母と子の森」植樹式典（1985）／❹旧中立売
北休憩所展示ホール（1999）／❺京都迎賓館
建設予定地埋文調査（2000）／❻環境庁から
環境省へ（2001）／❼閑院宮邸跡建物改修工事

（2004）／❽カーフリーデイ自転車安全講習会
＠富小路休憩所（2016）／❾旧中立売北休憩所
解体工事 暖炉搬出（2017）／❿京菓子デザイン
公募展＠中立売休憩所（2020）／⓫希少種キク
タニギク展示＠閑院宮邸跡（2020）／⓬京都御
苑情報館等オープン式典（2022）

＊ 写真コラージュの制作に当たっては環境省京都御苑 
管理事務所のご協力をいただきました 国民公園協会京都御苑会長　吉田忠嗣（吉忠（株）代表取締役社長）
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❷❷

❹❹

❺❺

❻❻

❼❼

❽❽

❾❾

❼❼
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京
都
の
中
心
街
に
広
が
る
平
坦
な

森
、「
国
民
公
園
京
都
御
苑
」
の
緑

豊
か
な
空
間
は
動
植
物
菌
類
の
貴
重

な
生
息
生
育
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

永
遠
に
子
々
孫
々
に
引
き
継
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
京
都
の
宝
だ
と
思
う
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
／

京
都
御
苑
き
の
こ
会
）

自
然
教
室
は
触
れ
合
い
の
場

西
台
律
子

　

京
都
御
苑
で
開
催
さ
れ
る
自
然
教

室
は
、
参
加
者
の
皆
様
と
直
接
触
れ

合
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。
質
問
だ

け
で
な
く
感
想
も
聞
け
ま
す
。
生
き

も
の
に
触
れ
合
い
、
共
感
す
る
楽
し

さ
が
あ
り
ま
し
た
。共
感
は
感
動
を

よ
り
印
象
的
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

苑
内
を
散
策
す
る
と
、
日
々
発

見
、
日
々
感
動
の
連
続
で
す
。
自
然

教
室
で
野
鳥
以
外
の
生
き
も
の
を
学

ん
で
き
た
お
か
げ
で
小
学
校
の
授
業

で
、「
先
生
な
ん
で
も
知
っ
て
る
な
あ
」

と
驚
か
れ
ま
す
。
参
加
者
の
方
々
も

家
族
や
知
人
に
驚
か
れ
る
経
験
を
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

知
識
だ
け
で
な
く
感
動
が
伴
っ
て

い
る
と
、
必
ず
相
手
に
伝
わ
っ
て
い

く
楽
し
さ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

越
冬
す
る
昆
虫
を
探
そ
う

谷
　
幸
樹

　

京
都
御
苑
に
は
、
四
季
を
通
し
て

多
種
多
様
な
昆
虫
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
御
苑
で
は
、
約
四
十
種
の
ト
ン

ボ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

成
虫
で
冬
を
越
す
ト
ン
ボ
は
、
オ

ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
、
ホ
ソ
ミ
オ
ツ
ネ
ン

ト
ン
ボ
、
ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
三

種
の
み
で
す
が
、
こ
の
三
種
を
御
苑

で
確
認
し
て
い
ま
す
。
天
気
の
良
い

日
に
運
が
よ
け
れ
ば
、
こ
の
成
虫
を

観
察
で
き
ま
す
。

　

昆
虫
が
越
冬
す
る
時
は
、
種
に

よ
っ
て
卵
・
幼
虫
・
蛹
・
成
虫
の
姿

で
過
ご
し
ま
す
。
冬
の
御
苑
で
昆
虫

探
し
を
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

生
物
共
生
の
森
「
京
都
御
苑
」
は

き
の
こ
の
宝
庫

佐
野
修
治

　
『
御
所
集
合
〜
♪
』
子
ど
も
時
代
、

わ
ん
ぱ
く
仲
間
と
広
い
御
所
に
集
結

し
て
遊
ん
で
い
た
。

　

子
育
て
時
代
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の

息
子
が
苑
内
の
緑
の
草
地
で
真
っ
赤

な
き
の
こ
を
見
つ
け
、
小
さ
な
指
で

赤
い
傘
を
突
き
な
が
ら
歩
く
姿
を
見

て
以
来
、
御
所
は
私
の
「
き
の
こ
教

室
」
と
な
っ
た
。

街
に
浮
か
ぶ
緑
の
方
舟
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？河

合
嗣
生

　

京
都
市
の
東
か
ら
北
に
つ
な
が
る

東
山
連
邦
の
一
山
・
大
文
字
山
か
ら

街
を
望
む
と
、
北
山
か
ら
流
れ
で
る

賀
茂
川
・
高
野
川
に
沿
っ
て
上
賀
茂

神
社
、
下
鴨
神
社
が
あ
る
。
さ
ら
に

麓
に
は
琵
琶
湖
疏
水
分
線
・
哲
学
の

径
と
吉
田
山
の
緑
塊
も
目
に
つ
く
。

　

そ
の
よ
う
な
街
の
中
心
に
あ
る
京

都
御
苑
は
、
あ
た
か
も
入
江
に
佇
む

強
大
な
緑
の
船
の
よ
う
だ
。
そ
の
船

を
「
生
き
も
の
の
駆
け
込
み
寺
」
と

称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
渡
り
鳥
を
は

じ
め
多
く
の
生
き
も
の
が
目
指
す
島

で
あ
り
、
安
堵
の
場
で
あ
り
、
ま
さ

に
生
活
の
場
が
あ
る
。
そ
こ
に
暮
ら

す
全
て
の
生
き
も
の
達
も
京
都
市
民

の
一
員
で
あ
る
と
思
う
。

　

生
き
も
の
達
が
醸
し
出
す
日
常
の

生
活
と
自
然
の
複
雑
さ
は
面
白
い
。　
　
　
　

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
／

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

京
都
御
苑
は
世
紀
を
跨ま

た

い
だ

巨
大
な
ビ
オ
ト
ー
プ

山
雅
男

　

京
都
市
民
は
、
京
都
御
苑
一
帯
を

親
し
み
を
込
め
て
〝
御
所
〟
と
呼
ん

で
き
た
。
誰
も
が
気
兼
ね
な
く
、
自

然
と
歴
史
に
直
に
触
れ
合
え
る
敷
居

の
低
さ
が
魅
力
で
あ
る
。
公
家
屋
敷

が
撤
去
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
が

植
栽
さ
れ
て
百
四
十
年
を
経
た
今
、

苑
内
を
歩
い
て
み
る
と
、
江
戸
時
代

か
ら
生
き
な
が
ら
え
て
き
た
植
栽
と

と
も
に
、
外
国
産
も
含
め
て
新
し
く

加
わ
っ
た
草
木
が
混
然
一
体
と
な
っ

て
共
存
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

ま
さ
に
生
き
物
の
迎
賓
館
で
あ
る
。

　

御
苑
の
自
然
教
室（
観
察
学
習
会
）

で
は
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
一
端
を

紹
介
し
て
い
る
が
、
新
た
な
発
見
に

驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
感

動
を
よ
り
多
く
の
人
と
分
か
ち
合
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
／

神
戸
教
育
短
期
大
学
名
誉
教
授
）

　

当
館
は
、
四
条
室
町
に
在
っ
た
旧
金
剛

能
楽
堂
よ
り
百
五
十
年
余
の
星
霜
を
経
た

能
舞
台
を
そ
の
ま
ま
移
築
し
て
中
立
売
御

門
の
西
向
い
に
新
装
開
館
し
ま
し
た
。

　

開
館
以
来
、
能
や
狂
言
の
公
演
は
も
と

よ
り
音
楽
会
や
講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
、
本
年
お
陰
様
を
も
ち
ま

し
て
開
館
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

能
楽
シ
テ
方
五
流
の
中
で
唯
一
、
関
西

ら
野
鳥
達
が
飛
ん
で
き
て
水
浴
び
を
す
る

姿
が
愛
ら
し
く
、
四
季
折
々
の
風
情
や
移

ろ
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

京
都
の
夏
の
風
物
詩
「
五
山
の
送
り
火
」

の
夕
刻
に
開
催
さ
れ
る
「
大
文
字
送
り
火

能
〜
ろ
う
そ
く
能
〜
」
は
、
初
め
て
の
方

に
も
分
か
り
や
す
い
演
目
を
上
演
し
、
ろ

う
そ
く
の
灯
り
の
も
と
幽
玄
美
溢
れ
る
公

演
に
毎
年
各
地
か
ら
多
く
の
お
客
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
金
剛
定
期
能
と
と
も
に

京
都
な
ら
で
は
の
能
楽
の
魅
力
を
お
楽
し

み
い
た
だ
く
催
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
ぜ
ひ
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
金
剛
能
楽
堂
財
団
学
芸
員
）

■
金
剛
能
楽
堂

　

京
都
市
上
京
区
烏
丸
通
中
立
売
上
ル

　

龍
前
町
５
９
０

　

電
話
：
０
７
５
─

４
４
１
─

７
２
２
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w

w
.kongou-net.com

を
本
拠
地
に
す
る
金
剛
流
の
宗
家
で
あ
る

金
剛
家
は
江
戸
時
代
に
京
都
御
所
に
出
仕

し
能
御
用
を
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
能

舞
台
の
橋
掛
り
の
青
海
波
文
様
や
御み

す
せ
き

簾
席

な
ど
禁
裏
の
雅み

や
び
な
面
影
が
今
も
伝
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー
に
面
し
た
石
舞
台
を

し
つ
ら
え
た
庭
園
に
は
、
時
折
、
御
苑
か

御
苑
界
隈
そ
ぞ
ろ
歩
き

御
所
の
雅
な
面
影
を
伝
え
る
能
楽
堂
　

―
金
剛
能
楽
堂
―�

南
坊
城 

典
子能舞台

演能「羽衣」

烏丸通に面する能楽堂エントランス

モリアオガエルの卵塊（京都御苑トンボ池）

アオバト

天
井
裏
を
走
り
回
る
イ
タ
チ
に
は
閉
口

し
た
が
、
巣
作
り
す
る
ア
オ
バ
ズ
ク
の
鳴

き
声
が
す
ぐ
近
く
で
聞
こ
え
た
し
、
ド
ン

グ
リ
を
探
す
美
し
い
ア
オ
バ
ト
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
文
字
も
名
月
も

き
れ
い
に
見
え
た
。
街
の
中
心
部
に
あ
る

広
大
な
京
都
御
苑
の
空
間
は
、
歴
史
的
価

値
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
都
市
環
境
と
い

う
点
で
も
京
都
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
も
の
に
違
い
な
い
。

そ
う
い
え
ば
、
庭
の
野
菜
も
良
く
で
き

た
。
御
苑
の
住
ま
い
は
、
交
通
至
便
の
地

に
あ
り
な
が
ら
誠
に
野
趣
に
富
ん
だ
も
の

で
あ
っ
た
。
京
都
を
訪
れ
、
御
苑
の
敷
き

砂
利
の
中
の
自
転
車
の
「
け
も
の
道
」
を

辿
れ
ば
、
ふ
た
昔
前
の
官
舎
で
の
得
難
い

体
験
が
脳
裏
に
蘇

よ
み
が
える
の
で
あ
る
。

（
元
宮
内
庁
京
都
事
務
所
長
／

前
上
皇
侍
従
）

に
、
こ
ん
な
街
中
に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が

い
る
京
都
の
都
市
と
し
て
の
豊
か
さ
に
感

銘
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

初
夏
の
楽
し
み
は
、「
出
水
の
小
川
」

の
蛍
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
代
に
環
境
庁

（
当
時
）
の
管
理
事
務
所
の
職
員
が
苦
労

し
て
定
着
さ
せ
た
と
聞
い
た
。
短
い
流
れ

で
あ
る
の
で
数
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
。
人
づ
て
で
知
っ
た

人
か
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
人
だ
け

が
街
中
の
蛍
を
密ひ

そ

か
に
楽
し
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
あ
る
年
、
工
事
の
た
め
小
川
が

干
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
蛍
は
途
絶
え

て
し
ま
っ
た
。

も
う
二
十
年
も
前
の
こ
と
。
人
事
異
動

で
、
京
都
御
苑
の
南
西
部
に
あ
っ
た
官
舎

に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
烏
丸
丸
太
町
に

程
近
い
椹

さ
わ
ら

木ぎ

口
の
傍
ら
に
あ
り
、
明
治
末

頃
で
き
た
と
い
う
年
代
物
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
し
と
し
と
と
湿
る
梅
雨
の
夜

中
の
こ
と
で
あ
る
。「
ク
リ
ュ
リ
ュ
ッ
、

ク
リ
ュ
リ
ュ
ー
」
と
絞
り
出
す
よ
う
な
不

安
げ
な
鳴
き
声
が
断
続
的
に
聞
こ
え
て
く

る
。
そ
れ
が
夜
通
し
続
く
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
人
の
声
で
は
な
い
。
二
日
目
も
続

き
、
ま
す
ま
す
気
味
悪
く
な
る
。
連
れ
合

い
は
蛙
か
も
し
れ
な
い
と
も
言
う
が
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
鵺ぬ

え

で
は
、
な
ど
と
二
人

し
て
話
す
う
ち
に
夜
が
更
け
て
、
だ
ん
だ

ん
背
筋
が
寒
く
な
っ
て
く
る
。

鳴
き
声
が
三
晩
続
い
た
翌
朝
の
雨
上
が

り
、
庭
の
一
㍍
四
方
も
な
い
小
さ
な
池
に

張
り
出
し
た
小
枝
に
白
っ
ぽ
い
泡
の
塊
を

見
つ
け
た
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
だ
。

鵺
で
は
な
か
っ
た
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の

雄
が
、
産
卵
さ
せ
る
た
め
に
雌
を
呼
ん
で

い
た
の
で
あ
る
。
渾こ

ん
し
ん身

の
力
を
振
り
絞
っ

て
三
晩
鳴
き
続
け
た
雄
蛙
、
そ
の
声
を
聞

き
つ
け
て
、
い
ず
こ
か
ら
か
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ

ん
と
三
日
も
か
か
っ
て
辿た

ど

り
着
い
た
雌

蛙
。
子
孫
を
残
す
た
め
の
必
死
の
営
み
に

大
い
に
感
動
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時

立命館大学文学部コミュニケーション表現専攻
君たちは雪のささやき聞こえるかい

３回生　河 本 成 美

　京都御所のその奥深くに聴
ちょう

雪
せつ

と名付けら
れた御茶室があることをご存じでしょうか。
　御

お つ ね
常御殿から迎

こうしゅん
春、御

おすずみしょ
涼所を越え、渡廊

下を過ぎたところにひっそりと佇むその御茶
室は 1857 年（安政 4 年）に孝明天皇のお
好みによって建てられました。聴雪は孝明天
皇のプライベートな空間として利用されており、
家
いえ

茂
もち

公のもてなしにも使用されました。私は
この「聴雪」というお名前に心を奪われてし
まったのです。「雪を聴く」とは、なんて綺
麗なお名前でしょうか。
　ただ、現代人の私たちには、聴く雪と言
われてもピンとこないものです。雪の白さや
美しさを称えることはあっても、音に焦点を
当てた鑑賞はなされてこなかったように思い
ます。けれどもある日、「君たちは雪のささや
き聞こえるかい」という俳句を目にしたとき、
これは「聴雪」そのものではないかと思った
のです。この句は第 13 回佛教大学小学生
俳句大賞佳作作品の安城紅葉さんの作品で
す。きっと作者には雪の音が聴こえていたの
でしょう。
　京都は安政のときから幾分もにぎやかにな
りました。しかし、それでも雪には音がある
ようです。雪の降る京都御苑にいらしたとき
は、ぜひ雪のささやきを聴いてみてください。
参考資料：宮内庁 HP《京都》「御所と離宮の栞（其の十九）」

御所築地塀と清水谷家の椋

京
都
御
苑
の
自
然
に
想
う

京
都
自
然
観
察
学
習
会
の
方
々
が
想
い
や
そ
の
価
値
を
語
る
。

タマゴタケの幼菌

自然観察学習会のメンバーは
「自然教室」の講師としても活躍

大文字山から望む街、入江に緑の船が
浮かんでいるような風景

ホソミオツネントンボ

←

→

前
上
皇
侍
従
で
宮
内
庁
京
都
事
務
所
長
も
務
め
ら
れ
た
下
均
（
し
も
・
ひ
と
し
）
氏
に
、

京
都
御
苑
で
の
思
い
出
を
綴
っ
て
い
た
だ
い
た
。

京
都
御
苑
に
住
ま
い
し
て下

　
均

特別寄稿


